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る創作活動。
「（ a ）技芸と学術。 ( b ）美を表現す
絵画、 彫刻、 演劇、 舞踊など。 」
とある。 この言葉は、 1 8 8. 3 年に中江兆民が西
洋語の「 a r t 」に対する訳語として用いており、
1 8 9 1 年以後「美術 J との区別が定着したとさ
れる。 一方で、 西洋語の「 a r t 」は芸術一般を
さすとともに、
の「 a r t 」は、
造形美術の意味をも含む。 守、ー
ラテン語の「 a r s J 、 さらにギ
リシャ語の「 t e c h n e j に由来しており、 これ
らの言葉が学問と技術の二つの意味を内包し
ていることは、 むしろ漢語の「塞術 j との近
似性を示す。 したがって、 日本語の「芸術」
とフランス語の「 a r t J は完全に同じ意味では
ない。 「芸術」の意義は「 a r t J よりも狭く限
定されている。 現実に、 日仏辞典を引くと
「芸術 j の欄には r a r t 」としか書かれていな
いのに対し、 仏日辞典の r a r t 」の械には f ①
技術、 術 (( a ) （熟練を経た）巧妙な技術、
技巧、 秘術 ( b ）やり口の巧妙さ、 投滑 ( c ）作
為、 わざとらしさ J など、 多種類の意義が日
本語で表されている。 たとえば、 フランスで
よく使われる表現” a r t c u 1 i n a i r e ”を「料理芸
術」などと訳したならば、 全く意味を失って
しまうであろう。 したがって、 前述の日本人
に対するアンケートについても、 8 0 %の人が
「映画は『 娯楽』である。 J と答えてはいる
が、 「娯楽」と「芸術 j の定義が日本語とフ
ランス語で異なる以上、 単純に比較すること
はできないのである。
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